
～地域社会発展月間・米山月間～
クラブテーマ：「熱田の杜・友愛・気品」

2021年10月7日（木）  晴  第12回　
第1980回例会
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本多誠之会場委員長
「君が代」「奉仕の理想」
地区米山記念奨学委員会 手島嘉宏さん（半田南RC所属）
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関谷さんお世話になり有り難うございました。
長野君今日からやっと入会です。おめでとうございます。
久しぶりに出席しました。

関谷さん、先日は大変お世話になりました。
ありがとうございます。

皆さん、お久しぶりです！！

9月17日、妻の誕生日にお花ありがとうございました。
妻の誕生日にお花をありがとうございました。
敬老の日のお祝いに、おいしいお菓子を送って頂きました。
ありがとうございました。
手島様には、前任共々、地区では大変お世話になっています。
今日の卓話よろしくお願いいたします。
久しぶりです。先日は、蓼科高原ゴルフありがとうございました。
岩田修司さんの山荘は素晴らしかったです。
関谷さん、昨日は世話になりました。
蓼科参加の皆さんお世話になりました。
皆様大変ご無沙汰しております。
昨日は関谷さんに大変お世話になりました。
久しぶりのRC嬉しいです。
先日は関谷さんにお世話になりました。
ありがとうございました。
関谷さんお世話になりました。
蓼科参加の皆様お世話になりました。とても楽しかったです。

先日はルーズ会に参加させて頂きありがとうございました。
今日は久しぶりに皆さんにお会いできる事楽しみにしていました。

松波先生、ノブさん、あか島ダイビングお疲れ様でした。
ありがとうございました。とても楽しかったです。
またご一緒させてください。よろしくお願いします。
お久しぶりです。お元気でしたか？
先日、ルーズ会の皆様大変お世話をかけました。

本日卓話をさせて頂きます、手島です。
何分初めてなので色 と々ご迷惑をおかけすると思いますが、よろしくお願
いします。
久しぶりの例会です。コロナも収束した訳ではありません。
まだまだ注意が必要ですね。
先月、9月は誕生日でした。

　皆さんこんにちは、8月5日(木)以来の会長挨拶とな
り、私個人としては長い休会の為もうロータリーの会
長職は終了し直前会長になった気分です。これだけ長
い期間が休会となった為に「ロータリー」についてよく
考えさせられました。不要不急の時はロータリークラ
ブの活動はできないため本当にRCは必要なものなの
か、地区の存在は必要なのか等色々なことが浮かび
上がってきましたが、個々のメンバー同志の交流を続
けさせてもらえることで改めて皆さんが企業、個人とし
て奉仕活動を行っていてその大切さを学ぶことができました。皆が集まる時
はグループで、そうでない時は私企業、個人で奉仕することも多様性のひと
つではないかと思います。
 いずれにしてもWithコロナの時代、今までと同じようなやり方ではなく違う
形でのクラブ運営が必要ではないでしょうか。会員の皆様にはより親睦を深
め相互理解を進めてクラブ運営に携わって頂くようお願いいたします。
 今月は米山月間です。私も少し寄付をさせてもらいました。皆さんのご協力
もよろしくお願いします。以上会長挨拶を終わります。

　初めまして。長野義明と申します。この度
は名誉ある名古屋瑞穂RCに堀会長・内田
様から推薦いただき、また、入会をさせてい
ただきまして、誠にありがとうございます。こ
の場をお借りしてお礼申し上げます。
　事業の方は、祖父の築き上げた電気工事
業を営んでおりまして、創立52年になりま
す。よろしくお願いします。

出席率　81.0%

会長挨拶

新会員入会式

会員70名　出席51名  （出席計算人数54名）

堀慎治会長

幹事報告
10月9日（土）WFF例会が延期となり、10月14日（木）は通常例会とい
たしました。既にご案内させていただいておりますが、ヒルトン名古屋
5F「銀扇の間」となります。よろしくお願いします。
10月14日（木）熱田RAC例会がありますので、担当の方はお忘れのな
いようご参加願います。（鈴木雅登さん）
9月9日（木）今年度地区補助金事業でもありました「IACへのパソコン
等寄贈」による目録贈呈式を、愛知県立瑞陵高等学校記念祭に参加
し、無事終えましたことをご報告いたします。
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奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために
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出席報告 杉江建亮出席委員

ニコボックス 杉江建亮ニコボックス委員

内田　久利さん
岩田　𠮷廣さん
長瀬憲八郎さん
森　　裕之さん

伊藤　　豪さん

市岡　正蔵さん

松波　恒彦さん

堀　　慎治さん

大嶽　達郎さん

鈴木　淑久さん

村上　　学さん

杉山　裕一さん

北岡　寿人さん

鈴木　　実さん

手島　嘉宏さん

関谷　俊征さん

湯澤　信雄さん　内藤　晶文さん　松田　浩孝さん
本多　誠之さん　村瀬　俊高さん　渡邉　将之さん

鳥山　政明さん　田中　　宏さん　近藤　茂弘さん　湯澤　勇生さん

初めてのニコボックス担当です。
明日のゴルフもよろしくお願いいたします。
関谷さん大変お世話になり、ありがとうございました。
長野さん、よろしくお願いいたします。

大和直樹さん

杉江建亮さん

　三好カントリー倶楽部にて第419回ゴルフ例会が開催されました。

　10月15日(金)、４RC親睦ゴルフコンペですが、23名という多数のご参加
を賜りまして感謝しております。
　当日は、3年ぶりの団体賞の優勝を目指して、皆様のご健闘を願っておりま
す。よろしくお願いします。
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ネット氏名
優勝　大和　直樹さん

2位　田中　　宏さん

3位　関谷　俊征さん

ゴルフ部会10月度(第419回) 開催日:10月8日(金)

委員会・同好会報告



米山記念奨学事業について
卓話

　本日は米山奨学記念事業についてお話しさせて
いただきます。よろしくお願いいたします。
　米山奨学記念事業とは、全国のロータリアンから
の寄付を主な財源として、日本で学ぶ外国人留学
生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事業です。
国際ロータリーの指示を受けない、日本のロータ
リー独自の制度事業です。
　現在行っていることは、全国のロータリアンの方
から寄付を集めて、日本で暮らす外国人留学生に奨
学金を支給し、支援します。奨学生をどういう形で
受け入れるかというと、一人一人ロータリーの方で受け入れ、各クラブがカ
ウンセラーをつけて、皆さんと一緒に交流を深めながら奨学生を受け入れて
いき、それによって世界平和と国際理解を推進しています。
　事業の始まりは、米山梅吉さんという方が8年間アメリカの方で留学され
た際の経験をもとにして、人と人の交流などが大切ではないかと、日本に来
る留学生に対して支援をしていこうと色々考えたのがきっかけだと思いま
す。
　米山記念奨学事業は日本独自の制度ですが、世界平和の為になるという
ことで、2004年にはRI理事会で米山奨学事業が賞賛されました。
　皆様からいただいた米山奨学金を奨学生に支援して、皆さんの勉学や私
生活に役立てて頂くという形になっております。2021年度の全国の奨学生
の数は910人、今までの累計では22,267人で、129ヵ国の奨学生に対して
支援しているという状態です。
　奨学生については、どこの国の奨学生が多いかというと、中国が多く累計
34%となっております。中国の比率が大きくみえますが、日本に来る留学生
の約4割が中国人の方らしいので、中国を優遇している訳ではないです。そ
れを踏まえまして、今年度からはある特定の国が50%を超えるのは辞めま
しょうという形になっております。中国が一番多いですが、ベトナム、マレー
シア、インド、ウズベキスタン、モンゴルなどから留学生として来てる方に支援
しています。
　こういった奨学生は留学生の援助という形ではあるのですが、選考は、人
間性、人柄、交流への熱意等で、経済状況は対象外で、1番の目的は日本の
ためになる事と世界平和ですので、将来日本との架け橋になってくれる人材
で、勉強だけするのではなく、皆さんと交流できる留学生を決めていきます。
今年も12月から初めて、1月か2月ぐらいに採用していきます。若い子と話し
ているということですごく刺激が役に立つと皆さんおっしゃているようです
ので、私も期待しながらやっていこうと思っています。
　地区の米山奨学生としては、2021年は54人採用させていただきました。

例会のご案内

■次々週卓話

10月14日（木）    ■今週の卓話

10月28日（木）    

テ ー マ
卓 話 者

女芸人てんてこまい日記
講談師　旭堂麟林さん
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10月21日（木）    ■今週の卓話
テ ー マ
卓 話 者

今日から変えよう食生活
大塚製薬（株）　田中涼子さん
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テ ー マ
卓 話 者

健康社長取り組みご案内
大塚製薬（株）　湯澤未枝さん

： 
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テ ー マ
卓 話 者

私のふるさとについて
米山奨学生　周軒さん

： 
：

手島嘉宏さん

祝い花、LINEで受け付け

身近な会員の話題 櫛田篤弘さん

花の生産から販売まで一貫して手がける美里花き流通グループは、10月か
ら法人を対象に、対話アプリ「LINE」で、新店開業時などに送る祝い花の注
文を受け付けました。自動メッセージに予算などを回答していくと、花の知識
がなくても簡単に注文ができます。

出身地域は先ほどもあったように、中国がメインです。次年度は51人を採用
させていただく予定です。この数は東京より2760地区多いですが、寄付金
額に応じながらやらせていただいているので、これも皆様が米山奨学金の方
に寄付していただいているおかげです。
　寄付金の推移なのですが、普通寄付金と特別寄付金があります。普通寄
付金というのが、各クラブで決定した金額で皆さんで出して頂く寄付金です。
特別寄付というのは、普通寄付とは別に皆さんの方で任意で寄付して頂く寄
付金です。特別寄付金は、個人でも結構ですし、会社からでも寄付できると
いう状態です。ですが、少し少なくなっているところではあります。
　2020-21年度の寄付金は、収入が13億、支出が14億と支出の方が若干
抜けてはいますが、今までのお金がありますのでこういう形で皆さんの方に
奨学金は継続させていただいている状況です。
　2760地区に関して言いますと、普通寄付金と特別寄付金を合わせた一
人当たりの平均寄付額が13,866円で、全国の中では18位です。全国平均
が15,516円ですので、2,000円程少なくなっておりますので、できましたら
平均値に近づくようにしていただきたいので、皆さんに寄付をお願いしたい
と思います。
　米山奨学生を卒業すると学友になるということで、それについて最近では
学友の世界大会を開こうと、何年か前にモンゴルで学友の世界大会を開か
せていただいて、2年後に米山の世界大会を開こうとしております。
　最後に米山奨学生に対する危機管理ということで、気を付けていただきた
いのが、皆さんは手に手をつないでとある通り、実際に手を繋ぐのですが、米
山の方では今は手を繋がないようになっております。無理矢理強制的に手を
繋がせるのはどうなんだと問題があったようで、その影響で手を繋がなく
なったようです。また、会食につきましても、奨学生との会食は一対一の会食
はやめてください、必ず複数で会う形にしてくださいと今は言われています。
会食自体を禁止するのではなく、会食をする場合は複数で楽しく交流してく
ださいとの事です。
　米山事業そのものは皆様からいただく寄付金だけで成り立っています。寄
付していただくと寄付に対する表彰制度もあります。皆さんの方で少しずつ寄
付して頂くとこういう形で表彰という制度がありますので、米山奨学生の為に
支援がしたいということであれば、ぜひ皆様のご協力をお願いいたします。

2021-22年度　地区補助金事業として、愛知県立瑞陵高等学校インターア
クトクラブ支援事業を行いました。（パソコン、モニター、プリンターを設置）
9月9日(木)記念祭に伺い、目録贈呈式とインターアクトブースにてどのような
活動をされているか見学、外部活動に必要なネーム入りジャンバーも合わせ
て提供し、メンバーの連帯感を深めてもらい、インターアクト事業のサポート
をしました。

内藤 晶文さん 長谷川 隆さん 梅村 昌孝さん　
鈴木 実さん　新見 光治さん

10月誕生日おめでとう

2021-22年度　地区補助金事業として
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